
 

 

２０２０年６月１１日発行 会報第１０１４号  

号 

 今週のプログラム 

（2020年６月１１日 第１０１４回例会） 

 

アセンブリ 今季活動報告 

 

担当：各委員長 

 

次回のプログラム 

（2020年６月１８日 第１０１５回例会） 

 

創立記念例会 

 

担当：藤田親睦委員長 

第１０１３回例会 （２０２０年６月４日の記録） 

 

＜会長の時間＞           木下 健治会長                                         

今日はイーキンさんのイニシエーションスピーチですね。よろしくお願いします。そして今日は前

米山奨学生のエリカさんも来てくれました。エリカさんようこそ！お二人とも大学生ですが、前期

はオンライン授業でしょうか。自粛要請も解除されていますが、大学はまだまだ通常授業にはなっ

てないようですね。うちの長女も 5月いっぱいはオンライン授業で、どうやら前期はオンライン 

授業がメインで、この 6月は 6回ほど大学に行くようです。昨日がオリエンテーションだった様で、

そこで初めて同級生とも会った様です。オンライン授業は 4月から始まっていましたが、スタート

の区切りがなかったので、なんとなく始まったような印象です。エリカさんも同じような感じでは

ないでしょうか。次女は高 2 で府立高校ですが、今月から午前と午後に分かれて始まり、6/15 か

ら通常授業になる様です。3月から 5月いっぱい休みだったので、夏休みを全部返上しても例年の

カリキュラムに追いつかないのではと思っていましたが、夏休みを 8/7～16、冬休みを 12/29～1/4、

そして土曜日授業を入れることで追いつくそうです。休みがあるだけ、まだよかったと思います。

これを機に 9 月入学への移行という話も出ていましたが、結局 2022 年以降になる様です。リズム

を戻すのも大変ですが、また第 2波、第 3波が来た時に休校となると、それこそカリキュラムが終

わらないので、どうなることやら…と思ってしまいます。小学校、中学校はもっと大変ではないか

と思います。こういう時のためにも、オンライン化は進めておくべきことだったと思います。日本

は海外と比べると遅れていますよね。もちろん授業が全てではありませんが、画面上で会えるだけ

でも嬉しいものだと思います。私も 5月に入ってやっと WEB例会ができた時にそう感じました。 

先週ロータリー賞の話をしましたが、あと一つ、学友のためのネットワーク行事を開催するという

ことですが、本日のイーキンさんのイニシエーションスピーチが該当するので、項目だけ入力して、

本日終了してから達成の入力をする予定でしたが、地区からフォローがあり、なんと千里メイプル

RC ロータリー賞受賞「確定」となっていました。クラブセントラルに目標を入力するだけで達成

とは変な感じですが、本日終了後にきちんと達成の入力をしておきます。 

 



＜お客様＞ 西田 泰晤様（千里 RC） 馬 逸清（マ イーキン）さん（2020 学年度 米山奨学生） 

      タン フィ ウェン エリカさん（2019 学年度 米山奨学生）  

 

＜出席報告＞       水島 洋 副 SAA 

会員数（内出席免除会員 1 名）      19 名 

本日の出席者数            14 名  

（内免除会員１名） 

（名誉会員 ０名 ）     

本日の出席率                   73.68%   

５月のホームクラブ出席率      86.49％  

＜ロータリーソング＞       全会員 

♪国歌 君が代♪  

♪奉仕の理想♪ 

 

＜本日のピアノ曲＞     近藤 美里さん 

１. ハナミズキ 

２. Sing 

３. 瞳を閉じて 

＜幹事報告＞                               渡邊 了允 幹事            

１．地区青少年交換委員会より 2020～2021 年度学生募集の案内が参りましたので回覧致します。 

２．RI 日本事務局より６月の RI レートは＄1＝￥108 と連絡がありました。 

３．近隣クラブから６月に入り例会再開のお知らせが参っておりますが 

ビジター受付は、ほとんどのクラブで行っていません。 

４．本日例会終了後、奥のテーブル席で新旧合同理事会を開催致します。 

  今年度・次年度の理事・役員の皆様はご出席下さい。 

 

ゲスト 千里ＲＣ西田様       今年度米山奨学生 馬逸清さん 

             

 

６月お誕生日のお祝い 

25 日 水本 徹会員         15 日 エリカさん（20 歳になりました） 

   



 

 

 

 

 

 

 

＜エリカさんご挨拶＞ 

 コロナのせいで皆様にちゃんとご挨拶できませんでした。いつもメンバーの方から励まして

もらいました。受験で落ち込んでいたときも山本さんから「エリカさんなら大丈夫だ」という

励ましが背中を押してくれました。おかげさまで大学に合格できました。短い１年間でしたが

大変貴重な経験をしました。この経験を生かしてこれからも頑張っていきたいと思います。 

                   

 

＜ＳＡＡ報告＞                           水島 洋 副 SAA  

※スマイルボックス 

黒川会員     暑いですね。 

渡邊幹事     米山奨学生マ・イーキンさん、イニシエーションスピーチよろしくお願いします。 

村田会員     コメントなし 

 

※ロータリー財団 

黒川会員     ファインセッションよろしく。 

松田会員     エリカさん お久しぶり イーキンさん 卓話よろしく。 

高尾会員 相原会員  コメントなし 

 

※米山記念奨学会 

木下健治会長   イーキンさん、イニシエーションスピーチよろしくお願いします。 

エリカさんもようこそ!! 

水本会員     イーキンさん エリカさん ようこそ!! 

山本友亮会員   イーキンさん エリカさん ようこそ!! 

藤田会員     馬さん、本日卓話よろしく エリカさん久しぶりです。 

高尾会員、相原会員、山本雅之会員    コメントなし 

 

※メイプル基金 

村田会員     遅くなりましたが、会長、幹事、近藤さん、木下吉宏会員 

大変な引っ越しお疲れ様でした。 

木下建治会員   西田様 ようこそいらっしゃいました。 

藤田会員     千里ロータリークラブ 西田様 お久しぶりです。 

山本友亮会員   千里ＲＣ 西田様 ありがとうございます。 

水島会員     今年度最終月 皆様ご苦労様です。 

黒川会員     先週欠席のお詫び 

渡邊幹事     コメントなし 

                         ※ラオス基金の寄付はありませんでした。 

         



 

＜編集後記・追加情報・チョット一言・ライブラリー・etc＞ 

コロナウイルスを題材にした黒川会員のファインセッション 

  皆様から、１５，２１８円のご寄付をいただきました。 

文責；松田親男 

 

＜卓話＞                自 己 紹 介        米山奨学生 馬 逸清さん                            

                    

皆さん、こんにちは。 

四月から奨学生としてお世話になっている馬逸清です。私は、中国の雲南省というところで生まれま

した。雲南省は、北京や上海などと比べ、経済の発展が遅く、今でもすっかり田舎のところが多くあ

ります。大都市ほど生活が便利ではない一方、色々特色があるところではあります。中国の最も南に

あり、東南アジアの国々とも隣接して少数民族も多いので、食文化や服装、宗教など、多様性が 

見られます。 

四歳から、お父さんの仕事の事情で、上海に引っ越しました。それからは、普段上海で学校に通い、

休みになると雲南省に帰省する生活を送ってきました。子供のうちは、雲南は美味しい空気があって、

花が綺麗、そして上海は高級デパートが多くて、どこに行ってもエアコンが強いという印象しかなか

ったのですが、成長につれ、その違いの裏を気付き始めました。例えば、就学率です。この目で見た

不平等がきっかけに、私は社会科学に興味を持ち始め、大阪大学の人間科学部に進学することを決め

ました。英語のコースで入学しました。勉強のしんどさもありましたが、初めての一人暮らし、 

初めての海外での生活、全てが新鮮で癒しになります。特に日本では、美味しい食べ物が多すぎて、

実に落ち込む余裕がありませんでした。 

小中高ずっと中国だった私には、「部活」をほぼ経験したことがありませんので、去年に国際学生の

学生会を成立しました。新入生歓迎会や日本人学生との交流会を行い、参加者の笑顔を見られたのが

とても嬉しかったです。 

楽しかった大学生活も、終わりが近くになりました。自分にも、世界にも問いたい質問が沢山残っ

ているように感じるので、大学院へ進学することを決めました。生まれてからずっとアジアの国で生

きてきた私にとって、外の世界が未だ未だ広いと思い、ヨロッパに大学院の申請を送りました。四月

の頭にオックスフォード大学の社会学および人口学部からオファーが来て、人生初めて宝くじを買っ

たのにいきなり金賞のような気分です。もちろん、大学院というのは、おそらく、人生の旅において、

飛行機に乗るみたいなもので、目的地ではありません。最終的には、社会学、人口学の知識を活用し

て、公衆衛生の分野で何か力になれれば嬉しく思っています。具体的にどのような仕事に就きたいの

はまだ分からないのですが、自分の後悔しない、他人に役に立てるような人間になるのが夢だと考え

ています。 

時間が過ぎるのはあっという間のもので、いつか千里メープルクラブでの記憶も私の一部になりま

す。ロータリー奨学生になり、心から感謝します。今ここにいる時間を大事にしながら、日本を離れ

てもここで出会えた方々と一緒に過ごした時間を人生の幅が広がる鍵として持ち続けていきたいと思

います。今後ともよろしくお願い申し上げます。 

 

 


